＜Report＞Changing Streetviews in Beijing ―Visiting the Museum of Modern Chinese Literature and Monuments of Shijia Street by 池上 貞子
＜報告＞変わりゆく北京の路地
――中国現代文学館・史家胡同博物館を訪ねて

























































































































王儲慈善基金会（中国）」【The Prince’s Charities Foundation（China）】の助成金を受けていると
いうことだった。凌叔華夫妻が新中国成立後も４０年近くイギリスに暮らしていたことと関係があ
るのだろうか。
門の中に入ると、まず四阿のよう見える屋根つきの壁があり、凌叔華がイギリス時代に書いた
有名な蘭や竹の中国絵がはめ込まれていた。その傍らには、『古韻』の挿絵としても有名な、彼
女が１９５２年にロンドンで描いた父の屋敷の全体図の中国風スケッチがガラス絵のパネルになって
いた。正面は右手に細長くのびた木造家屋で（参観中、展示室だと分かった）、右手奥の突き当
たりには受付とか小休止できる場所、あるいは売店になれそうな建物があり、その手前を左奥に
曲がるようになっていた。そこを曲がるとすぐ満月型の門があり、その先にもう一棟、先ほどの
手前のと同じような細長い建物があった。そこが展示室本体で、一部は凌叔華関係の展示、一部
は史家胡同の著名人展と表示されていた。そして、口の字の下線の真ん中から左にたどって行き、
最後の縦線に当たる部分では、すでに地域の住民の１９５０年代から現代への変化がわかる家具や日
用品の展示がされていた。途中には、当時の地域一帯を復元した模型もあった。ただ、凌叔華関
係の展示品はまだ搬入前だったので、レイアウトは理解できたものの、あまりよくイメージでき
なかった。いずれにせよ文学スポットとしてより、歴史スポットとして伝統的家屋保存に力点が
置かれているようだった。
インターネットでも紹介されているいくつかの情報によると、そもそも北京東城区にあるこの
史家胡同は現存する胡同の中でも有名で、５００メートル以内に史家小学校の校舎、人民芸術劇院
の宿舎、そして多くの著名人の故居があることで知られている。その中の史家胡同２４号が凌叔華
の故居というわけだ。敷地は１０００平米あまりあるそうで、修築には２年あまりを費やした。８つ
の展示室に分かれ、現物、図、模型などによって胡同全体の変化と元の所有者である凌叔華につ
いて紹介することを目的としている。博物館そのものの題辞は著名作家老舎７の息子で、かつて
中国現代文学館の館長も務めた舒乙氏の手による。そして博物館の具体的な管理事務はこの胡同
のある朝陽門街道弁公処（街道は町内会と日本の市町村や区の出張所の両方を合わせたような機
能をもつ）に任されているようだ。
いずれにせよ、筆者らが帰国後一カ月あまりたったとき、ネットの北京ニュースに「胡同博物
館が開館 古い町並みを再現」という記事が載った。
北京市東城区史家胡同２４号に、１０月１８日（金）、市で初となる胡同博物館が開館した。同
館は、２０世紀初頭に活躍した女流作家・凌叔華の故居を改装し、約１０００平方㍍の敷地に８つ
の展示ホールを設置、史家胡同の変遷を紹介する。
また、館内には１９５０、６０年代と７０、８０年代の住宅の様子を再現した２つの部屋を設け、足
踏みミシンや白黒テレビなど、当時の家電や家具、約３００点を展示する。
開館時間は９時半～１２時、１４時～１６時半で、月曜日は休館。
入場無料。（１０月１９日）［Weekly 北京ジャピオン］
７ 老舎（１８９９－１９６６）本名、舒慶春。満州族。中国近現代文学を代表する小説家、劇作家。北京の下町の
伝統的な生活に精通。代表作は「駱駝の祥子」、「茶館」など。文化大革命中、紅衛兵運動の対象となり自
殺したため、世界に衝撃を与えた。
―１８３―
筆者らはまさしく公開寸前に内情を見せてもらったというわけだ。凌叔華関連の書物などでは
長いあいだ、彼女の故居は現在、地域の幼稚園になっていて、部外者は外観しか望めないとされ
ていたが、今回は思わぬ収穫があった。これも経済発展の１つの成果と言えるのだろう。
こうして、中国の文化的な環境整備が整いつつあり、観光スポットも増えている一方で、今回
の中国行きでは日中関係が冷え切っているせいか、飛行機も空席が目立ち、特に観光客の姿は少
なかった。これは北京、上海の町中でも同じことが言えた。良好な関係の基本は、地道で具体的
な相互理解活動にあると思うのだが……。旅行中、北京では雨の降った日の午後に到着したとか、
朝のうちに雨が降った日が多かったというような僥倖があって、空気汚染は日本で取りざたされ
ているほどはひどくなかったような気がするのだが、それでも今回初めて中国を訪れた同行者た
ちはほとんどマスクをかけて過ごすというような状況だった。
経済発展の著しい中国では、現在、文化的なことにも力を入れ、観光産業と結びつけて、伝統
的な暮らし方やそれに関連する事物の見直しや保存が進められている。今回、見学した史家胡同
博物館もそうした時流の中にあると言える。ただ、１９２０、３０年代に女性らしい細やかな小説作品
をたくさん生み出しながら、政治性のなさや新中国から離れて暮していた経緯から、新中国成立
後の文学史の中で長いあいだ高い評価を得られずにいた凌叔華は、魯迅や郭沫若などと異なり、
その故居を単独で記念館とするまでには“解放”されていないのかもしれないという印象ももっ
た。
―１８４―
